
KSZ8081RNB
ハードウェア設計のチェックリスト

注意 : この日本語版文書は参考資料としてご利用ください。最新情報は必ずオリジ

ナルの英語版をご参照願います。
1.0 はじめに

本書には、Microchip 社の KSZ8081RNB に関するハードウェア設計のチェックリストを記載しています。KSZ8081RNB を

新しい設計で使う際には本書のチェック項目に従う必要があります。セクション 9.0、「ハードウェア チェックリスト

の概要」(p. 11) に、これらの項目のまとめを示します。これらのテーマに関する詳細は該当するセクションに記載さ

れています。 

• 一般的注意事項 (p. 1)
• 電力供給 (p. 1)
• Ethernet 信号 (p. 2)
• クロック回路 (p. 5)
• デジタル インターフェイス (p. 6)
• 起動 (p. 8)
• その他の機能 (p. 10)

2.0 一般的注意事項

2.1 ピンの確認

データシートを参照して製品のピン配置を確認します。全てのピンがデータシートと一致し、エラーチェックのために
入力、出力、または双方向としてピンが設定されている事を確認します。

2.2 グランド

• グランドピン (GND) はボード上のベタのグランドプレーンに接続する必要があります。

• 全てのグランド接続を同じグランドプレーンに結線する事を推奨します。別のグランドプレーンへの結線は推奨
しません。

3.0 電力供給

• アナログ電源 (VDDA_3.3) はピン 3 にあり、VDDA(+3.3 V からフェライトビーズを介して作成 ) への接続を必要と
します。バルクコンデンサはフェライトビーズの両側に配置する必要があります。通常、100 MHz で 100 ～ 220 Ωの
フェライトビーズを使います。

• デバイスをデカップリングするために 0.1 µF と 22 µF のコンデンサを VDDA_3.3ピンに追加する必要があります。
コンデンサのサイズは SMD_0603 以下にします。

• ピン 17 (VDDIO) は I/O パッド用の可変電源電圧です。+3.3 V、2.5 V、または 1.8 V 電源へ接続する必要があります。
デバイス起動時の電源電圧降下を防ぐため、電源の近くにバルクコンデンサが必要です。EMI 干渉によって注入
される高周波ノイズを低減するため、デバイスのできるだけ近くにデカップリング コンデンサを配置する必要が
あります。

• ピン 2 は内部生成の 1.2 V コア電源レールです。ピン 2 とグランドの間に 2.2 µF のコンデンサと 0.1 µF のコンデンサを
配電に適した太いトレースを使って接続します。1.2 V の外部電源は接続しないでください。

電源およびグランド接続を図 3-1 に示します。
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KSZ8081RNB
Caution: この +1.2 V 電源は内部ロジック専用です。この電源から他の回路またはデバイスに給電してはなりません。

4.0 Ethernet 信号

4.1 PHY インターフェイス

• TXP( ピン 7): このピンは内部 PHY からの送信ツイストペア出力の正接続です。終端抵抗とバイアスを内蔵してい
るため、外付けの終端抵抗やバイアスなしにパルストランスの送信チャンネルに直接接続できます。

• TXM( ピン 6): このピンは内部 PHY からの送信ツイストペア出力の負接続です。終端抵抗とバイアスを内蔵してい
るため、外付けの終端抵抗やバイアスなしにパルストランスの送信チャンネルに直接接続できます。

• RXP( ピン 5): このピンは内部 PHY への受信ツイストペア入力の正接続です。終端抵抗とバイアスを内蔵している
ため、外付けの終端抵抗やバイアスなしにパルストランスの受信チャンネルに直接接続できます。

• RXM( ピン 4): このピンは内部 PHY への受信ツイストペア入力の負接続です。終端抵抗とバイアスを内蔵している
ため、外付けの終端抵抗やバイアスなしにパルストランスの受信チャンネルに直接接続できます。

送受信チャンネル接続の詳細は図 4-1 を参照してください。

図 3-1: 電源とグランドの接続
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KSZ8081RNB
4.2 パルストランス接続

• 送信チャンネルの KSZ8081RNB 側のセンタータップ接続は 0.1 µF のコンデンサのみを介して GND に接続し、
バイアスは不要です。

• 受信チャンネルの KSZ8081RNB 側のセンタータップ接続は 0.1 µF のコンデンサのみを介して GND に接続し、
バイアスは不要です。

• 送信チャンネルと受信チャンネルのパルストランスのセンタータップを互いに接続してはなりません。

• 送信チャンネルのケーブル側 (RJ45 側 ) のセンタータップ接続は 1000 pF、2 KV のコンデンサを介して 75 Ω抵抗
で終端し、シャシーグランドに接続する必要があります。

• 受信チャンネルのケーブル側 (RJ45 側 ) のセンタータップ接続は 1000 pF、2 KV のコンデンサを介して 75 Ω抵抗
で終端し、シャシーグランドに接続する必要があります。

• シャシーグランドとの間に必要な 1000 pF、2 KV のコンデンサは 1 つのみです。送信側と受信側のセンタータップで
共有されます。

• MDI 接続 :
- RJ45のピン1はTX+で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのTXP(ピン7)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン2はTX-で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのTXM(ピン6)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン3はRX+で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのRXP(ピン5)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン6はRX-で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのRXM(ピン4)までトレースする必要があります。

• MDIX 接続 :
- RJ45のピン3はTX+で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのTXP(ピン7)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン6はTX-で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのTXM(ピン6)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン1はRX+で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのRXP(ピン5)までトレースする必要があります。

- RJ45のピン2はRX-で、パルストランスを介してKSZ8081RNBのRXM(ピン4)までトレースする必要があります。

• KSZ8081RNB デバイスを Auto MDIX 動作モードで使う場合、Auto MDIX スタイルのパルストランス モジュール
( 送信チャンネルと受信チャンネルが同一のもの ) を使う必要があります。

図 4-1: 送受信チャンネル接続
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4.3 RJ45 コネクタ

• RJ45 コネクタのピン 4 とピン 5 は CAT-5 ケーブルの 1 対の未使用ワイヤとインターフェイスします。これらは
1000 pF、2 KV の終端コンデンサを介してシャシーグランドに接続されている必要があります。これを行う方法は
2 つあります。

- ピン 4 とピン 5 を 2 つの 49.9 Ω抵抗で互いに接続できます。これらの抵抗の共通接続は 3 つ目の 49.9 Ωの抵抗を
介して 1000 pF、2 KV のコンデンサに接続する必要があります。

- 部品種類を減らすために、抵抗を組み合わせる事ができます。2 つの 49.9 Ω抵抗を並列に接続すると、1 つの 25 Ωの
抵抗のように機能します。25 Ω抵抗と 49.9 Ω抵抗を直列に接続すると、等価的に 75 Ω抵抗として機能します。
そこで、RJ45 のピン 4 とピン 5 間を短絡させ、1000 pF、2 KV のコンデンサと直列に接続された 75 Ωの終端抵抗を
使ってシャシーグランドに接続する事で等価な回路ができます。

• RJ45 コネクタのピン 7 とピン 8 は CAT-5 ケーブルの 1 対の未使用ワイヤとインターフェイスします。これらは
1000 pF、2 KV の終端コンデンサを介してシャシーグランドに接続されている必要があります。これを行う方法は
2 つあります。

- ピン 7 とピン 8 を 2 つの 49.9 Ω抵抗で互いに接続できます。これらの抵抗の共通接続は 3 つ目の 49.9 Ωの抵抗を
介して 1000 pF、2 KV のコンデンサに接続する必要があります。

- 部品種類を減らすために、抵抗を組み合わせる事ができます。2 つの 49.9 Ω抵抗を並列に接続すると、1 つの 25 Ωの
抵抗のように機能します。25 Ω抵抗と 49.9 Ω抵抗を直列に接続すると、等価的に 75 Ω抵抗として機能します。
そこで、RJ45 のピン 7 とピン 8 間を短絡させ、1000 pF、2 KV のコンデンサと直列に接続された 75 Ωの終端抵抗を
使ってシャシーグランドに接続する事で等価な回路ができます。

• RJ45 のシールドは直接シャシーグランドに取り付ける必要があります。

図 4-2: RJ45 の接続
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5.0 クロック回路

5.1 水晶振動子および外部クロック接続

クロック源には 25.000 MHz(±50 ppm) の水晶振動子を使う必要があります。正確な仕様と公差は最新版の

KSZ8081RNB データシートを参照してください。

• XI( ピン 9) は KSZ8081RNB 用のクロック回路入力です。このピンは、コンデンサを介してグランドに接続する
必要があります。水晶振動子の一方の側がこのピンに接続します。

• XO( ピン 8) は KSZ8081RNB 用のクロック回路出力です。このピンは、コンデンサを介してグランドに接続する
必要があります。水晶振動子の一方の側がこのピンに接続します。

• システム設計に同じものはないため、コンデンサの値は水晶振動子の CL 仕様と浮遊容量値に基づき、システム
ごとに異なります。PCB 設計、水晶振動子、レイアウトの全てがこの回路の特性に影響を与えます。

または、25.000 MHz、3.3 V のクロック オシレータを使って KSZ8081RNB のクロック源を提供する事も可能です。

シングルエンド クロック源を使う場合、XO( ピン 8) はフロート状態で NC( 未接続 ) にします。

図 5-1: 水晶振動子とオシレータの接続
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6.0 デジタル インターフェイス

6.1 RMII インターフェイス

• 外部 RMII MAC インターフェイスを使う場合、2 つの管理用ピン (MDC と MDIO) を含む 10 個の信号の正しい接続を
下表に示します。

• 全ての RMII インターフェイス ピンに直列終端抵抗を設ける必要があります。直列抵抗を使うと、KSZ8081RNB の
出力ドライバのインピーダンスと PCB トレースのインピーダンスを正確に整合させ、信号のリンギングを最小限に
抑えられます。正確な抵抗値はアプリケーションごとに異なるため、インシステムでの分析が必要です。これらの
直列抵抗に推奨される初期値は 33 Ωです。

• KSZ8081RNB は以下の 2 つの RMII クロックモードを提供します。 
- 25 MHz RMII クロックモード ( 水晶振動子または外付けオシレータ )( 既定値の動作モード )
- 50 MHz RMII 通常モード ( 外付けオシレータのみ )

• 50 MHz クロックモードと 25 MHz クロックモードの RMII 接続図の例を図 6-1 に示します。クロック要件の詳細は
セクション 5.1、水晶振動子および外部クロック接続を参照してください。レジスタとストラップの構成の詳細は
KSZ8081RNB データシートを参照してください。 

表 6-1: RMII の接続

KSZ8081RNB 側 RMII MAC デバイスの接続先

RXD0( ピン 16) RXD<0>
RXD1( ピン 15) RXD<1>

RXER (20) RX_ER
CRS_DV( ピン 18) CRS_DV
REF_CLK( ピン 19) REF_CLK

TXD0( ピン 24) TXD<0>
TXD1( ピン 25) TXD<1>
TXEN( ピン 28) TX_EN
MDIO( ピン 11) MDIO
MDC( ピン 12) MDC
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図 6-1: RMII 接続図
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6.2 必要な外付けプルアップ

• KSZ8081RNB MDC/MDIO 管理用ピンを使う場合、MDC 周波数の範囲を 10 MHz から 1 MHz 以下までとして、
MDIO信号 ( ピン 11) に 1 KΩ～ 10 KΩのプルアップ抵抗が必要です。

• INTRP( ピン 21) を使う場合、この出力はオープンドレインのため、4.7 KΩ の外付けプルアップ抵抗が必要です。
INTRPピンを使わない場合、フローティング状態にする事ができます。

7.0 起動

7.1 リセット回路

RST#(ピン32)はアクティブLowのリセット入力です。この信号はKSZ8081RNB内の全ロジックとレジスタをリセット

します。起動後にハードウェア リセット (RST# アサート ) が必要です。リセット タイミング要件の詳細は最新版の

KSZ8081RNBデータシートを参照してください。図7-1に、リセットが電源によってトリガされる場合にKSZ8081RNB
を起動するための推奨リセット回路を示します。

図 7-1: 電源によってトリガされるリセット
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図 7-2 に、リセットが外部 CPU または FPGA によって駆動されるアプリケーション向けの推奨リセット回路を示し

ます。CPU/FPGA からのリセット出力ピン (RST_OUT_n) は電源投入後にウォームリセットを提供します。Ethernet
デバイスと CPU/FPGA が同じ VDDIO 電圧を使う場合、D2 を使わずに両方のリセットピンを直接接続できます。

7.2 コンフィグレーション モードピン ( ストラップ オプション )
KSZ8081RNB のコンフィグレーション モードピン (CONFIG[2:0]) は 10/100 PHY の既定値コンフィグレーションを

制御します。これらのピンにより、速度、半二重 / 全二重、オート ネゴシエーション、パワーダウンの機能を設定

できます。これら 3 つのピンの値は電源投入時とリセット時にラッチされます。システムによっては、MAC 受信入力

ピンが電源投入 / リセット時に High に駆動され、その結果 RMII 信号で PHY ストラップイン ピンが High にラッチ

される可能性があります。この場合、PHY が ISOLATE モードにストラップインしないように、または誤った PHY
アドレスに設定されないように、これらの PHY ストラップイン ピンに 1 KΩ のプルダウン抵抗を追加する事を推奨

します。これらのピンの動作の詳細は KSZ8081RNB データシートを参照してください。

7.3 LED ピン

• KSZ8081RNB は 2 つの LED 信号を提供します。これらのインジケータは PHY の現在の状態について速度、リン
ク、アクティビティの情報を表示します。LED ピンは Low 駆動で LED インジケータを点灯させます。アノード端
は 3.3 V に接続し、カソード端は直列抵抗 ( 通常 220 ～ 470 Ω) を介して接続する必要があります。正常に動作させ
るための各ピンの接続方法の詳細は KSZ8081RNB データシートを参照してください。

• LED 機能の信号ピンは以下のピンストラップ機能と共用です。

-LED0 は KSZ8081RNB のピン 30 で NWAYENと共有されます。

-LED1 は KSZ8081RNB のピン 31 で SPEEDと共有されます。

Note 1: 1.8 V VDDIO の場合、低電圧により LED インジケーション対応は推奨されません。LED インジケータを
実装しない場合、SPEEDと NWAYENストラップピンは、1.8 V VDDIO への 4.7 KΩプルアップ ( または
フロート状態 ) で値「1」用に、グランドへの 1.0 KΩプルダウンで値「0」用に機能します。

2: 1.8 V VDDIO の場合、RJ45 ジャックで内蔵 LED を使うには、LED 向けに 3.3 V から 1.8 V へのレベルシ
フトが必要です。この場合、パイポーラ トランジスタまたはレベルシフト デバイスが使えます。

図 7-2: CPU/FPGA のリセット出力とのリセット回路インターフェイス
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8.0 その他の機能

8.1 REXT 抵抗

KSZ8081RNB の REXTピンは交差 1.0% の 6.49 KΩ 抵抗を介してグランドに接続する必要があります。これは内蔵

された 10/100 Ethernet 物理デバイスの適正バイアス電流を設定するために使います。

8.2 その他の注意事項

• シャシーグランドとデジタルグランドを接続するために 3225 クラスの SMD フットプリントを組み込みます。これに
より、EMI( 電磁妨害 ) 試験でより柔軟に各種グランド オプションに対応できます。フットプリントを開放のままに
すると、2 つのグランドは分離されたままになります。これらを 0 Ω 抵抗で短絡させると接続できます。最高の
性能を得るには、コンデンサまたはフェライトビーズで短絡します。

• 各電源プレーンに十分なバルクコンデンサ (4.7 ～ 22 µF) を組み込む必要があります。
DS00002779A_JP - p. 10  2023 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries
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0 ハードウェア チェックリストの概要

9-1: ハードウェア設計のチェックリスト

セクション チェック項目 説明 √
クション 2.0、「一般的注

事項」

セクション 2.1、「ピンの確認」 ピンがデータシートに一致している事を確認します。

セクション 2.2、「グランド」 グランドが結線されている事を確認します。

クション 3.0、「電力供給」 セクション 3.0、「電力供給」 • VDDA_3.3 と VDDIO が 3.135 ～ 3.465 V の範囲にあり、

各ピンに22 µFのコンデンサが接続されている事を確認します。

• VDD_1.2は 0.1 µF のコンデンサを 2 つ必要とします。

クション 4.0、「Ethernet
号」

セクション 4.1、「PHY インターフェ

イス」

TX ピンと RX ピンに終端抵抗がない事を確認します。

セクション 4.2、「パルストランス接

続」

KSZ8081MLX デバイス側ではセンタータップが別々の 0.1 µF
コンデンサを使って GND に接続され、RJ45 ライン側では

75 Ωの終端抵抗と 1000 pF、2 kV コンデンサを介してシャシー

グランドに接続されている事を確認します。

セクション 4.3、「RJ45 コネクタ」 RJ45 のピン 4/5 および 7/8 が CAT-5 ケーブルに接続され、

1000 pF、2 kV の終端コンデンサを介してシャシーグランドに

接続されている事を確認します。

クション 5.0、「クロック

路」

セクション 5.1、「水晶振動子および外

部クロック接続」

25 MHz ±50 ppm の水晶振動子を使っている事を確認します。 

クション 6.0、「デジタル 
ンターフェイス」

セクション 6.1、「RMII インターフェ

イス」、セクション 6.2、「必要な外付

けプルアップ」

MAC と PHY 間の RMII 信号が適切な終端抵抗 (33 Ω) と MDIO
信号用の外付けプルアップに正しく接続されている事を確認し

ます。

クション 7.0、「起動」 セクション 7.1、「リセット回路」 適切なリセット回路設計 ( スタンドアロン リセットまたは外部

CPU/FPGA リセット ) を確認します。

セクション 7.2、「コンフィグレーショ

ン モードピン ( ストラップ オプショ

ン )」

MAC 受信入力ピンがリセット後に High で駆動されるシステム

では PHY ストラップピンに 1 kΩのプルダウン抵抗を追加する

事を推奨します。

セクション 7.3、「LED ピン」 使う場合、選択した LED ピンの共有機能を考慮して接続が

正しい事を確認します。

クション 8.0、「その他の

能」

セクション 8.1、「REXT 抵抗」 REXT 抵抗 (6.49 KΩ、1.0%) が適切である事を確認します。

セクション 8.2、「その他の注意事項」 • シャシーグランドをデジタルグランドではなくチップグランド

に接続するために 3225 クラスの SMD フットプリントを

組み込みます。

• 十分な電源プレーン バルクコンデンサを組み込みます

(4.7 ～ 22 µF)。
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補遺 A: 改訂履歴

表 A-1: 改訂履歴

リビジョンと日付 改訂箇所 改訂内容

DS00002779A (08-07-18) 本書は初版です。
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Microchip 社のウェブサイト

Microchip 社は自社が運営する WWW サイト (www.microchip.com) を通してオンライン サポートを提供しています。

このウェブサイトを通じて、お客様はファイルと情報を簡単に入手できます。インターネット ブラウザから以下の

内容がご覧になれます。

• 製品サポート - データシートとエラッタ、アプリケーション ノートとサンプル プログラム、設計リソース、ユーザ
ガイドとハードウェア サポート文書、最新のソフトウェアと過去のソフトウェア

• 技術サポート – よく寄せられる質問 (FAQ)、技術サポートのご依頼、オンライン ディスカッション グループ、
Microchip 社のコンサルタント プログラムおよびメンバーリスト

• ご注文とお問い合わせ - 製品セレクタと注文ガイド、最新プレスリリース、セミナー / イベントの一覧、お問い
合わせ先 ( 営業所 / 販売代理店 ) の一覧

お客様向け変更通知サービス

Microchip 社のお客様向け変更通知サービスは、お客様に Microchip 社製品の最新情報をお届けするサービスです。

ご興味のある製品ファミリまたは開発ツールに関する変更、更新、リビジョン、エラッタ情報をいち早くメールにて
お知らせします。

Microchip 社のウェブサイト (www.microchip.com) にアクセスし、[Support] の [Product Change Notification] からご登録

ください。

お客様サポート

Microchip 社製品をお使いのお客様は、以下のチャンネルからサポートをご利用頂けます。

• 販売代理店

• 技術サポート

サポートは販売代理店にお問い合わせください。本書の最後のページに各国の営業所の一覧を記載しています。

技術サポートは以下のウェブページからもご利用頂けます。
http://microchip.com/support

http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
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Microchip 社製品のコード保護機能について以下の点にご注意ください。

• Microchip 社製品は、該当する Microchip 社データシートに記載の仕様を満たしています。

• Microchip 社では、通常の条件ならびに動作仕様書の仕様に従って使った場合、Microchip 社製品のセキュリティ レベルは、

現在市場に流通している同種製品の中でも最も高度であると考えています。

• Microchip 社はその知的財産権を重視し、積極的に保護しています。Microchip 社製品のコード保護機能の侵害は固く禁じられ

ており、デジタル ミレニアム著作権法に違反します。

• Microchip 社を含む全ての半導体メーカーで、自社のコードのセキュリティを完全に保証できる企業はありません。コード保

護機能とは、Microchip 社が製品を「解読不能」として保証するものではありません。コード保護機能は常に進化しています。

Microchip 社では、常に製品のコード保護機能の改善に取り組んでいます。
本書および本書に記載されている情報は、Microchip 社製品を

設計、テスト、お客様のアプリケーションと統合する目的を

含め、Microchip 社製品に対してのみ使う事ができます。それ

以外の方法でこの情報を使う事はこれらの条項に違反しま

す。デバイス アプリケーションの情報は、ユーザの便宜のた

めにのみ提供されるものであり、更新によって変更となる事

があります。お客様のアプリケーションが仕様を満たす事を

保証する責任は、お客様にあります。その他のサポートは

Microchip 社正規代理店にお問い合わせ頂くか、https://
www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-
services をご覧ください。

Microchip 社は本書の情報を「現状のまま」で提供しています。

Microchip 社は明示的、暗黙的、書面、口頭、法定のいずれで

あるかを問わず、本書に記載されている情報に関して、非侵

害性、商品性、特定目的への適合性の暗黙的保証、または状

態、品質、性能に関する保証をはじめとするいかなる類の表

明も保証も行いません。

いかなる場合も Microchip 社は、本情報またはその使用に関連

する間接的、特殊的、懲罰的、偶発的または必然的損失、損

害、費用、経費のいかんにかかわらず、また Microchip 社がそ

のような損害が生じる可能性について報告を受けていた場合

あるいは損害が予測可能であった場合でも、一切の責任を負

いません。法律で認められる最大限の範囲を適用しようとも、

本情報またはその使用に関連する一切の申し立てに対する

Microchip 社の責任限度額は、使用者が当該情報に関連して

Microchip 社に直接支払った額を超えません。 

Microchip 社の明示的な書面による承認なしに、生命維持装置

あるいは生命安全用途にMicrochip社の製品を使う事は全て購

入者のリスクとし、また購入者はこれによって発生したあら

ゆる損害、クレーム、訴訟、費用に関して、Microchip 社は擁

護され、免責され、損害をうけない事に同意するものとしま

す。特に明記しない場合、暗黙的あるいは明示的を問わず、

Microchip社が知的財産権を保有しているライセンスは一切譲

渡されません。
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